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１． 日程･参加者等 

■派遣内容   浅間山火山防災協議会勉強会 

■派遣日時   平成 30 年 2 月 1日（木）13 時 30 分～16 時 30 分 

■派遣場所   群馬県長野原町山村開発センター 

■派遣先事務局 群馬県危機管理室 

■派遣エキスパート 池谷 浩 （（一財）砂防・地すべり技術センター） 

■参加者    協議会関係者（約 50 名） 

２． 派遣先において直面している課題や問題意識 

浅間山火山防災協議会では、平成 28 年度末から浅間山大規模噴火ハザードマッ

プ作成について、協議会内に専門部会を立ち上げ、今年度末の完成を目指して作業

を進めているところである。 

平成 29 年 9 月に開催した協議会では、大規模噴火ハザードマップ作成について

の中間報告が行われたが、協議会構成機関の中で火山ハザードマップに関する認識

に差があることも分かった。 

大規模噴火ハザードマップ作成後には、これを基にした避難計画や防災計画の策

定などの取組が期待されるが、そのためにも、ハザードマップとはどういうものな

のか、どう活用していくのかなどの基本的事項を協議会構成員全体で共通認識して

いく必要がある。また、大規模噴火ハザードマップの公表による住民の反応などを

懸念している市町村もあることから、最近の他火山でのハザードマップ作成や公表

などの事例も情報共有することも重要と考えられる。 

計画策定においては、さらに、活火山法に基づく協議会及び各構成機関別の役割、

改訂された避難計画の手引きの内容、避難促進施設の指定のあり方なども重要であ

り、他火山での事例なども含めて、知識を深め認識を共有しておくことが大事であ

る。 

そこで、浅間山火山防災協議会では、実際に噴火対応を経験し、火山ハザードマ

ップのあり方や活用方法などについて精通されている火山防災エキスパートを講

師に招き、勉強会を開催することとした。 

  

３． 浅間山 

（１） 火山の概要 

群馬県と長野県の２県にまたがって位置し、頂上の噴火口は両県の境にあり、標

高は 2,568ｍである。日本の活火山の中でも頻繁に活動をくりかえす火山として有

名であり、爆発型（ブルカノ式）の噴火が特徴である。 

記録されている最古の噴火は、日本書記によれば、西暦 685 年のもので、西暦
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1783（天明３年）の噴火は日本の火山噴火災害中最大級のものであり、現在の鬼押

出しはその時の噴出物である。 

浅間高原一帯には別荘や林間学校、ゴルフ場や観光施設等が多数存在し、訪れる

観光客は年間 100 万人にのぼるといわれている。 

 

出典：群馬県「火山噴火（爆発）防災計画（平成 28 年）」 

 

＜浅間山全景 2010 年 11 月２日 気象庁撮影＞ 

出典：日本活火山総覧（第 4版）気象庁平成 25 年３月 
 

複雑な形成史をもつ火山。黒斑(くろふ)火山(安山岩の成層火山)、仏岩火山(デ

イサイト質の成層火山)(２万年前～１万年前)(降下軽石・溶岩流・小浅間溶岩ドー

ム(２万年前)→降下軽石・火砕流→降下軽石・火砕流・溶岩流(13,000 年前)→降

下軽石・火砕流・溶岩流(11,000 年前)の順に活動)が形成された後、約１万年前か

らは前掛火山が活動を開始し、山頂部の釜山は現在も活動中。これまでに 10 回余

りの大規模な噴火と中小規模噴火を繰り返してきた。有史以降の活動はすべて山頂
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出典：長野県佐久事務所 HP「浅間山監視カメラ映像」 
http://www.sakuken-asama.jp/ 

  

（４） 火山監視・観測体制 

浅間山の観測点配置図は以下のとおりである。 

 

出典：気象庁 HP 浅間山観測点配置図 
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/306_Asamayama/306_Obs_points.html 
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（２） 噴火警戒レベルの運用 

気象庁は、平成 15 年 11 月より浅間山などで火山活動の状況が要因に理解できる

よう「火山活動度レベル」の導入を進めた。 

しかし、火山活動度レベルは、噴火規模によって表現しているため、具体的な防

災対応との関連が必ずしも明確でなく、避難準備や避難指示等を判断するには、利

用しにくいと指摘された。 

これを受け、気象庁では、火山の活動度と具体的な防災対応を結びつける形で、

平成 19 年 12 月より「噴火警戒レベル」の運用を開始しており、浅間山でも運用開

始に合わせ、噴火警戒レベルの運用を開始している。 

浅間山では、平成 27 年 6 月に噴火警戒レベル２【火口周辺規制】に引上げられ、

現在まで継続されている。 
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＜浅間山 噴火警戒レベル表＞ 

出典：平成 28 年度版火山噴火（爆発）防災計画 群馬県 
http://www.pref.gunma.jp/05/am4900067.html 
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＜気象庁リーフレット＞ 

出典：気象庁リーフレット 
http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/level/PDF/level_306.pdf 
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（３） 火山ハザードマップ・火山防災マップの作成 

火山噴火時における住民や観光客等の迅速な避難等のため、浅間山及び草津白根

山について、火山噴火時の溶岩流、火砕流、土石流等の広がりの予測（ハザードマ

ップ：災害危険区域予測図）、避難所の位置、避難時の心得等を記載した火山防災

マップを平成７年に作成し、住民や旅館等に配布した。 

浅間山については、2003 年（平成 15 年）に改訂を加え、2009 年（平成 21 年）

にも、群馬県、長野県や周辺市町村等で構成する浅間山火山防災対策連絡会議によ

り噴火警戒レベル１～３までの噴火現象に対応した火山防災マップを作成し、関係

市町村で活用されている。 

また、2011 年（平成 23 年）には、浅間山ハザードマップ検討委員会から提供を

受けたハザードマップを活用し、中噴火に伴う融雪型火山泥流（噴火警戒レベル４

～５）に対する住民説明会用マップを作成し、住民に対して周知を図った。 

なお、大規模噴火（噴火警戒レベル４～５）までの噴火現象に対応した火山ハザ

ードマップは、平成 29 年度末完成を目指して作成を進めている。 
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出典：2009 年度版・浅間山火山防災マップ 
http://www.ktr.mlit.go.jp/tonesui/tonesui00017.html 
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（４） 具体的な避難計画の策定 

内閣府では、平成 28 年から各火山地域の避難計画策定の取組を支援するため、

火山地域を選定し、地方公共団体と協働した避難計画の検討を行っており、平成 28

年度において選定された 17 地域のうちの１地域が浅間山であった。 

中規模相当の噴火が発生した場合、火砕流や融雪型火山泥流等による被害エリア

が市街地を含んで広範囲に広がり、避難対象住民等が多数存在するという浅間山の

特徴・課題を踏まえ避難計画の検討が行われた。 

 

（５） 火山防災に関する啓発活動事例 

① 浅間山噴火を想定したロールプレイング方式防災訓練 

開催日 平成 28 年 12 月 14 日（水）13:00～16:00 

開催場所 佐久合同庁舎 ５階 講堂 

主催 浅間山火山防災協議会・利根川水系砂防事務所 

参加機関 
群馬県、長野県、嬬恋村、長野原町、佐久市、小諸市、御代田町、
軽井沢町、気象庁、自衛隊、警察、利根川水系砂防事務所 等 

浅間山噴火時の防災対応を円滑かつ効果的に実施するため、浅間山火山防災協議

会では、浅間山噴火時の防災対応の確認と関係機関の情報共有の実践を目的とした

ロールプレイング方式の防災訓練を実施している。この訓練は平成 19 年度から実

施され、平成 28 年度で 10 回目になる。 

出典：利根川水系砂防事務所「浅間山噴火を想定した防災訓練実施報告 
（平成 28 年 2 月 15 日）」 

http://www.ktr.mlit.go.jp/ktr_content/content/000641186.pdf 





18 

③ 安中市防災講演会 

浅間山周辺の市町村では、「浅間山火山防災講演会」が毎年実施されており、一

般住民を対象とした火山に関する基本的な知識や実例に基づく火山防災の教訓を

伝える貴重な機会になっている。 

平成 28 年度は、群馬県安中市で、火山防災エキスパート（田鍋委員）による講

演会が開催された。 

出典：国土交通省関東地方整備局チラシ 
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⑤ スマート山岳道標の実証実験 

平成 29 年 8 月から、全国山の日協議会による「スマート山岳道標整備プロジェ

クト」実証実験が浅間山で行われた。 

スマート山岳道標整備プロジェクトとは、ブルートゥースによる交信機能とバッ

テリーを内蔵したモジュールを備えた道標を登山道に設置し、登山届提出アプリ

「コンパス」で登山届を提出した登山者がアプリをオンにしたスマートフォンを携

帯して入山すると、道標通過時に、モジュールとアプリが交信することで登山届 ID

と道標モジュール ID が相互認証し、スマートフォン及びモジュールにその通過情

報が記録されるというもの。スマートフォンアプリ画面に通過した道標の周辺情報

が表示されるほか、モジュールに蓄積されていたその道標を通過した一定期間の登

山者情報が登山者のスマホに記録され、また、スマートフォンが通信可能状態にな

る（携帯電波圏内に入る）と、通過 ID 情報がサーバへ自動送信される仕組みとな

っている。これにより、万が一行方不明などの捜索を要する事態が発生した場合に、

登山者の通過履歴を照会することによって、捜索範囲の絞り込みなどが可能となる。 

こうしたプロジェクトの実用性を検証する実験が、平成 29 年から、富士山、丹

沢、浅間山、那須岳周辺で開始されている。 


